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「夕刊に載っている遭難者の達磨さんは Ю期

達磨 知香さんの日那さんのことではないだろ

うか?」

との情報が事務局に入ってきたのは あ日夜の

ことでした。

遭難対策につぃては何ら話も論 ってぉら

ず 現役は夏合宿中とあって,ただ狼狽するの

みでしたが とりあえず達磨さんと同期の栂氏

に連絡をしヽれてみました。 ・
すでに相氏に醸 の件は伝わっており,彼

のまず中署ぺ連絡して現況把握を,o処置によ
り, もう無事救助されていることがわかりまし

た。くどうしたらいいのだろう>の事務局長の
パニックも短嚇師酔鞍することになりました

I― ‐‐現役のサポートとといえば 第一に

予想されることながら,山離れしているOBに
そのうえ救助なんて一と,結局話は進ます ―Ъ

さしあたりの合意に OB会そのものが確立し

てから。避けるわけではないか 時間をかけて

話し合っていこうのあたりでした。

今度の事件では 「遭難は当然 山の現般て

ある現設側におこること」といった私達の認識
の盲点をつかれました。むしろ組織から離れ

山の変貌に気付か覗 昔のままの判断をひきず

っているOB側に 追難め可能性は高いともい

えるのです。

そして,運郵り囃に私にバッと浮かんだのは

やはり現役でした。彼等に中 あり,山の

現設であり,捜索活動に加わってもらう可能性

はずっと高いのです。では誰が発令するのか

誰が要請したことべの責任をとるのかなどとい

われると困ってしまいますが お互いに裁意を

出しあえる関係でありたいと願うばかりです。

上記のような意図がありまして,達磨さんに

な
く
、　
一
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
一

家
族
に

「自
由
へ
登
り
た
い
」

と
話
し
て
お
り
、
手
始
め
に
医

王
山
の
登
山
を
思
い
つ
い
た
ら

し
い
。
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原稿をお願いしました ある種のまれたい気持

ちや整理のつかないお気持ちもあったょうです

か しつこくお願い (で,最後のベージにまわ

ってしまった)して,書いていただきました。

動 を脚 するとともに,夏にけ鱒

員つきの自山登山の企画がいくつもあることで

あり,是非「子供達と自由に登りたい」初志を

貫徹されて,山の素晴らしさの方を味わい直さ

れていただきたく思います。

夫 の 運 難

1鋤 議 矯

「やっばり,'おかしい !」

で,この出来事が始まりました。それは 8月
24日 の夜のことでした。夫が

瞳 山へ行ってくる」

と言って,朝 9時にでかけたまま帰って

こなかったのです。    ●

いっもは日曜日になると家族揃って出掛ける

のですが この日は私の勤務先の小学校でバー

ベキュー大会があり,子供達も連れて行くとい

うことt主人,撫 挙りました。主人は

常 「々白山へ子供達と登ってみたい」と言って

いましたが 何しろ京都生まれの京都育ち。自

分も登れるか自信がなく,まず医王山に登って

み|ぅ と考ネ了!ヽ
たのでした。それで,―Ar

家にいるよりに 天気もいいことだしと,そか
けることにしたのです。私は医王山ぐらい,地
図なしでも軽々と歩けると思っていたので,

髯子ってくれば?」

と言っただけでした。ヮングル時代に学んだこ

とを すっかり忘れてしまっていたのです。あ

の時もっと詳しく調べたり,教えてあげていれ

ばこんな事にはならなかったと,何度悔いたか

わかりません。初めての山ヘーAr入る恐ろし

を全く気付かずにいたのでした.

夕方 6時になっても帰ってだ )ち ょっと遅

いなあと思いました。が 主人は疲れるとどこ

自黙ソ09号より

でも昼寝をしてしまうので,車の中で寝ている

のでは――‐とも思いました。その曖は7時頃まで

まだ明るかったので,<寝ぼすけめ !>なんて

楽天的に考え,暗くなると危ないのになと,や

や気麟か0な饉 でした。

8時を過ぎて,さすがにもう真っ暗。遅いな

あ。早く帰ってくれればいいのに‐―Ъ ‐

8時半を過ぎると,い くらのんびり屋の私で

もさすがに「やっばりおかしい !」 「何かあっ

たかも」と心配になり,見にいくことにしまし

た。くもし車の中にいなかったらどうしよう>
と不安ながらも,子供達を祖母に頼み でかけ

ました

途中本当に不安でした。アクセルを踏んでも

なかなかスピードがあがらず どうして速く進

まないのかとあせる■方で,何かがおきていた

らどうしようと確かめたくないような気持ちも

ありました。

見上峠にやっと着きました。その辺りに車は

ありませんでした。何かホッとした気持ちにな

り,さ らにキャンプ場 〔戻Tの里)まで上がっ

てみました。辺りは暗く,静かです。卒業以来
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来たことがなかったので, こんな所あったかな

あ?変わらたみたいだなあと思いながらも,車

が見つからないということ義 もう
~Flbし

てい

るということだといい方に解釈し, ちょっと安

心し,ひと周りして帰ることにしました。

ところが 見上峠まで戻り,パス停近くのち

ょらとした道の所で念のためと,曲がらてみる

と,何と主人が乗っていった車がボツンとあっ

たのです。ええっ :ど うしてあるの !?主人が

この真っ暗な山の中に―Arい ることを香定し

たい気持ちで一杯になりながら,急いで覗きこ

みました。いないのです。鍵の力功 っヽたままの

車をガラス越しにのぞいても一やっばりまだ山

の中にいるんだ !否定したくて,I「― き直し

ても,やっばりいません。 rパパニ」と叫んで

みても何の応答もありませム

<どうしよう一>思いついたのは とりあえ

ず家に電話することでした。場 のある所まで

少し下りて,家に電話しました。

「いないよ。どうしよう一Ъ」

というの赫 でした。

「まあ,とにかく帰ってこい。」

という父の言葉にうなづきながら

「 もう一回確かめてきてから帰る。」

とやっと返事をして,また見上峠まで戻りまし

た。さっきと同じでした。し―んと静まりかえ

った中に車が‐台ポツンとあるだけでした。や

っばり山の中なんだ―‐→動かぬ事実がやっと納蒔

できた気になりました

家に戻ると,親しくしている近所の人がかけ

つけていました。「 どうだった?」 と聞かれて,

思わず泣いてしまいました。それでも家の中に

入るとく私がしっかりしなくらちゃ>と緊張

感がみなぎってきて,<私が探さなければ>の

覚悟もできました。でも,人では不安なので,

主人の義兄と近所の人と,二人で行くことに相

談しました。その時はまた 自分達だけで探そ

うと思っていました。

しかし 母は

「=応 派出所に届けておいたら?」

を言って,でかけていきましたo戻るまでの間

に,私は子供達|こ

「 7ウ がヾ山へ行ったきり帰ってこない」ことと,

「′ウ をヾ探しにママがでかけている間 おばあ

ちゃんの言うことをよくきぃてね」

をくり返しいってき力t寝 かせました。一番

上が小三 下瘤 というi開攣吹なので,心

配でしたが そんなことはいっていられませれ

くとにかく探しに行かなければ>という緊張感

で張り詰めていました。

なかなか母が帰ってこないなと思っていると

その母から電話がかかってきました

「いろいろ間かれるので,派出所まで来るよう

に」

ということでした。すぐ行くと

「どうして―Aで行ったの河

な とにかくしつこく闘かれました。どうして

なのか初めはよく分かりませんでしたがt自殺

を疑っているのだとようやく分かり,

「そんなことはないと思います」

と答えていました。

「とにかく,私違て探しますので」

というと

「 こういうケースは初めてなので,中署に連絡

してみます」

そうしζ 私が中署へ出向かね戯 らないこと

になり,近所の人と中署へ行きました。そこで

も自殺の疑いはないかと何度もきかれました

秒 人に

「―
t出さないといけない」

円鷲韓やあ田みなさい」

離 会の人を二人程お願いして,出てもらっ

てくださいJ

と言われました。

<あの‐一そんな大袈裟にしなくても‐―>と,医

王山ぐらいで運難騒ぎなんて,ちょっと恥ずか

しぃという気持ちが その時までは 正直いっ

てありました。けれども,も うそんな恥ずかし
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がってなんかいられない,警察の言われる通り

にしなくては と思い直しました:

深夜の11時に,警察の方と見上峠で待ち合わ

t主 人の乗ってきた車を教えました。何か手

掛りはないかと覗きます基 何もありません。

警察の方が車で二回りをされ 私達の方は中署

に戻り,次の日の打ち合わせをしました。

警察大と戻T山の消防団へは警察から,猟友

会へは翌早朝父から連絡をいれてもらい, 5時

集合となりましたし朝の弁獅 お握りを作った

り飲物を用意したりすると, もう夜中の3時に

なっていました。

4時には家を出なくてはならないので,300
だけでもと部屋へ体みに行きました。いつもな

らぐっすり眠っている長男がむくっとlF_きて

「見つかった?」

と小さな声で闘きます。その言葉に涙がこぼれ

ました。

「朝になったらまた探しにいくから,心配 しな

くてもいいよ。」

と言って,寝かせました。

すぐ時間になり,見上峠に4時半に着きまし

た。約束の5時になっても警察がなかなか来二

イライラしました。やっと来て,まず章で林道

沿いに見てまわることになりました。

車でどんどん登れるようにならていたのには

びっくりしました。朝日がとてもまぶしかった

のが今でも思い出されます。― Rの医王山

とはすっかり変わっていました。もっと下調べ

をして送り出せばよかったと,またも―
こ

みあげてきました。

それから少し山道に入ってみました。驚岩の

方が気になりましたが:警察犬の邪魔にならて

はいけないので,一日集合場所べ戻りました

こんな時だけと 久し振りの山道をとても懐か

しく思いました。この頃にはもう居直ぅたよう

に落ち着いてしまいくしっかりしなくては>と

ばかり思っていました。

1虔軋走_1清防団::猟漬会:警察が集まるのた

時間ががかりました 早く探しに行きたい気持

ちを押さえながら

「ありがとうございます。」

「ご迷惑をかけてすみません:よろしくお願い

します。」         .
と,人,人に挨拶してまわりました。町内の消

防団の方々にも来ていただき,申 し訳なく感謝

していました。そうしているうちにやっと捜索

が開始されました。ふと,同期の栂君にお願い

しようかなと思いましたが まあすぐみつかる

だろうし こんなに大勢の方がおられるのだか

らと,打ち消しました。     |

私は警察犬の後ろを歩きました。他の方は4

方面ぐらいに分かれて (確かではなく,ぼうっ

と蘭jヽてし`た)探しに行きました。動

度も行ったり来たりをするのには閉口しました

それでも自元の山頂に着き,ホ ,と して,主人

もここまでは登っためかなと思いました。手掛

りもなく下りることになりました そd喘 右
手のプッシュの中に歳岩わ方向を示す標識があ
りました。私はそちらか気た鞍りましたが

「 ブッシュがひどいから元は 戻りなさい」

という指示にうなずくしからりませんでした。

その時は気が張っていたせいか自分でもびっく

りするくらい足が前に出ζ 歩けました。人間

って気持ち一つで頑張れるものだなと感心した

りもしました

下りてからまた林道沿いに車で回りました

いっこうに何の手掛りもありませム

お昼近くになっても何の連絡もなし。そ捜索

隊の方々の昼食を用意しなくては>と,気を回

しながらも,く どうして見つからないのだろう>
と不安が大きくなり始めていましれ

とにかく署い日で,みなさん汗だくでした

私も昨日来の睡眠不足と署さで,だんだん疲れ

てきました。

昼からも車で林道を走りました。く捜索隊の
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方々が頑眠って探し続こ資 下さっているのだか

ら大文夫=私
はともかくしっかりしていなくて

は>と自分を励ましながらもぅなかなか情報が

入りませた <も しかして一>がふっと浮かん

できては くいや,絶対見つかる>と信じよう

としました。

天候が急変し,雨が降り始めました。車の中

でついうとうとしてしまいました。何か外が騒

がしい一<も しかして>と外へ出てみると,

「見つかった」という情報が入ってきたのでし

た。探していただいた方 へ々の感謝で一杯にな

ってしまいました。

こうして,夫の遭難嘲 助で終わりまし

た。

大に「どこで迷ったの力」 と聞くと一

自7Eの山頂まではふうふう言いながら登り,1帰

る時 もう疲れたので林道に下りて歩こうと思

っ】ヒ 地図を見て,上りと違う道を選んだのが

間違いだった。結局沢を下りうことになり, ど

んどん下って滝 (編者注 ;白姫滝か?勤山道は

途中から沢を離れ 左岸岩壁につけられている

箇所で・九 通常ここま・O桜い |こ ι堪い ませた

箸 は異議 で動 なく,紳 の強 に

気付かoまま沢をたとってしまったようでつ

まで来てしまった。もうどうしようもなくなり

そこでずっと難 していた。」兜 滝の上の

校につかまり:助けに来てくれるのを待った。

夜が明けても、前ば醒 後ろは沢で登り返すカ

もなかった.ヘリコプターの音が聞こえ,その

姿は見えなかったが 自分を探しに来てくれて

いるのだなあと思った。随分時間がたち,急に

曇ってきた。雨が降って水の量が増えてきたら

もう助からない。滝を下りようと決心し,死ぬ

思いて下りた。この時にでた力は 今思い返す

と不思議なくらいだった。滝を下りると道が開

晩 鳶岩の下の所に出て,やっとの思いでコ蛇

の滝の下の広場に下りた。座り込んでいると,

上の方で人の声が聞こえ,思わず「助けてくれ

え」と叫こ 救勁された。

は 吼 地名は編者が補足しました。)

大勢の方々に壽 してぃただき,本当

に感謝すると共に,山の怖さにあらためて震え

る思いです。私自身に あの時ああしてぃれば

と,反省ていっばいです。    '
思えば大学噺に ヮンゲ/pに入った私は 主

人と同じ「繁赳 でした。そんな私が山に登れ

ていたのは 先輩方の教えがあったからこそな

んだと,"年近くも過ぎてから気付きました。

新聞などを通じて心配して下さった方 ,々本
当にありがとうございました。

このわず江 日後に 江口さんの言
―

ら

されました.二学年下の彼女とは お正月に一

― スキーに行った臨 久しぷりに出会って
いました。その臨 主人も江コさんに会ってお

り,言卜報には驚いていました
つい三日前には 私達家族の前にも「E」 が

たちはだかっており,そこがら生還できたばか

りでした。皆さんは馬鹿げた話と思われるかも
しれませんか

「あの滝を下りる時に出た不思議な力は もし

かしたら江口さんがくれたのがな」

と,主人は言い,私もそんな気がしてしまいま
した

彼女のお通夜の席ではそんな思いも重なり,

なかなか立ち去りがたく,心からご冥福を祈ら
せていただきましたも
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